
   

 

国 自整第１２４号 

令和３年９月１日 

 

 

四国運輸局長 殿 

 

 

  自動車局長      

                            （公印省略） 

 

 

「自動車整備事業の取扱い及び指導要領について（依命通達）」（令和 2年 4月 1日付

け、国自整第 353 号）の一部改正について 

 

 

本年４月９日に開催された次官連絡会議等の場において、政府全体として個人番号

カード（行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律

（平成 25 年法律第 27 号）第２条第７項に規定する個人番号カードをいう。以下同

じ。）の利用を促進するため、各省庁の所管事項で本人確認を求めるときその例示に

個人番号カードを必ず入れるよう要請があった。これを踏まえ、道路運送車両法（昭

和 26 年法律第 185 号。以下「法」という。）第 79 条による自動車特定整備事業の認

証申請に係る添付書類を規定する標記通達について、その他所要の改正とともに、別

紙新旧対照表のとおり改正したので了知されるとともに、遺漏なきよう取り扱われた

い。 

なお、関係団体には別添のとおり通知したので申し添える。 
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国自整第１２４号の３  

令 和３年９月１日  

 

 

一般社団法人日本自動車整備振興会連合会 会長 

一般社団法人日本自動車工業会 会長 

一般社団法人全国軽自動車協会連合会 会長 

 一般社団法人日本自動車販売協会連合会 会長     殿 

一般社団法人日本中古自動車販売協会連合会 会長 

 日本自動車輸入組合 理事長 

日本自動車車体整備協同組合連合会 会長        

全国自動車電装品整備商工組合連合会 会長 

全国タイヤ商工協同組合連合会 会長 

 

 

国土交通省自動車局長     

                            （公印省略）    

 

 

「自動車整備事業の取扱い及び指導要領について（依命通達）」（令和 2年 4月 1日付

け、国自整第 353 号）の一部改正について 

 

 

標記について、別添のとおり各地方運輸局長及び沖縄総合事務局長に対し通知した

ので、貴会（貴組合）におかれましては、傘下会員（組合員）に対し周知徹底をお願

いします。 

 

別添 

第一章　整備事業関係

- 2 -



「
自
動
車
整
備
事
業
の
取
扱
い
及
び
指
導
要
領
に
つ
い
て
（
依
命
通
達
）
」
（
令
和
2
年
4
月
1
日
付
け
、
国
自
整
第
3
5
3
号
）
 

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
新
旧
対
照
表
）
 

（
下
線
部
が
改
正
箇
所
）
 

新
 

旧
 

別
添
 
自
動
車
整
備
事
業
の
取
扱
い
及
び
指
導
要
領
 

 目
次
 
（
略
）
 

 第
１
節
～
第
３
節
 
（
略
）
 

第
４
節
 
指
定
自
動
車
整
備
事
業
の
指
定
に
係
る
取
扱
い
及
び
指
導
要
領
 

１
 
法
第
9
4
条
の
２
に
よ
る
指
定
自
動
車
整
備
事
業
の
指
定
申
請
等
に
お
け

る
申
請
書
、
添
付
書
面
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
別
添
３
「
指
定
自
動
車

整
備
事
業
の
指
定
に
係
る
取
扱
い
及
び
指
導
要
領
」
に
よ
り
取
り
扱
う
も
の

と
す
る
。
 

２
 
法
第
9
4
条
の
５
第
１
項
又
は
第
9
4
条
の
５
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
保
安
基
準
適
合
証
、
保
安
基
準
適
合
標
章
又
は
限
定
保
安
基
準
適
合
証
を

交
付
す
る
場
合
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
は
、
別
添
３
の
２
「
紙
に
よ
る
保
安

基
準
適
合
証
、
保
安
基
準
適
合
標
章
又
は
限
定
保
安
基
準
適
合
証
の
取
扱
要

領
」
、
同
法
第
9
4
条
の
５
第
２
項
、
第
３
項
に
よ
り
保
安
基
準
適
合
証
に
記

載
す
べ
き
事
項
を
電
磁
的
方
法
に
よ
り
登
録
情
報
処
理
機
関
に
提
供
す
る

場
合
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
は
、
別
添
３
の
３
「
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
安

基
準
適
合
証
、
保
安
基
準
適
合
標
章
の
取
扱
要
領
」
に
よ
り
取
り
扱
う
も
の

と
す
る
。
 

第
５
節
 
（
略
）
 

 附
則
 

１
．
～
４
．
 
（
略
）
 

５
．
改
正
省
令
附
則
第
４
条
各
号
の
全
て
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
指
定

別
添
 
自
動
車
整
備
事
業
の
取
扱
い
及
び
指
導
要
領
 

 目
次
 
（
略
）
 

 第
１
節
～
第
３
節
 
（
略
）
 

第
４
節
 
指
定
自
動
車
整
備
事
業
の
指
定
に
係
る
取
扱
い
及
び
指
導
要
領
 

１
 
法
第
9
4
条
の
２
よ
る
指
定
自
動
車
整
備
事
業
の
指
定
申
請
等
に
お
け
る

申
請
書
、
添
付
書
面
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
別
添
３
「
指
定
自
動
車
整

備
事
業
の
指
定
に
係
る
取
扱
い
及
び
指
導
要
領
」
に
よ
り
取
り
扱
う
も
の
と

す
る
。
 

２
 
法
第
9
4
条
の
５
第
１
項
又
は
第
9
4
条
の
５
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ

り
保
安
基
準
適
合
証
、
保
安
基
準
適
合
標
章
又
は
限
定
保
安
基
準
適
合
証
を

交
付
す
る
場
合
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
は
、
別
添
３
の
２
「
紙
に
よ
る
保
安

基
準
適
合
証
、
保
安
基
準
適
合
標
章
又
は
限
定
保
安
基
準
適
合
証
の
取
扱
要

領
」
、
同
法
第
9
4
条
の
５
第
２
項
、
第
３
項
に
よ
り
保
安
基
準
適
合
証
に
記

載
す
べ
き
事
項
を
電
磁
的
方
法
に
よ
り
登
録
情
報
処
理
機
関
に
提
供
す
る

場
合
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
は
、
別
紙
３
の
３
「
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
安

基
準
適
合
証
、
保
安
基
準
適
合
標
章
の
取
扱
要
領
」
に
よ
り
取
り
扱
う
も
の

と
す
る
。
 

第
５
節
 
（
略
）
 

 附
則
 

１
．
～
４
．
 
（
略
）
 

５
．
改
正
省
令
附
則
第
４
条
各
号
の
全
て
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
指
定

別
紙
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自
動
車
整
備
事
業
者
に
あ
っ
て
は
、
令
和
６
年
３
月
3
1
日
ま
で
は
、
電
子

制
御
装
置
整
備
に
係
る
認
証
の
取
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
道
路
運
送
車

両
法
施
行
規
則
第
３
条
第
８
号
に
規
定
す
る
運
行
補
助
装
置
又
は
同
条
第

９
号
に
規
定
す
る
自
動
運
行
装
置
を
備
え
て
い
る
自
動
車
に
係
る
法
第
9
4

条
の
５
第
１
項
又
は
第
9
4
条
の
５
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
保
安
基
準

適
合
証
、
保
安
基
準
適
合
標
章
又
は
限
定
保
安
基
準
適
合
証
の
交
付
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。
 

６
．
～
７
．
 
（
略
）
 

 別
添
１
 
自
動
車
特
定
整
備
事
業
の
認
証
に
係
る
取
扱
い
及
び
指
導
要
領
 

 目
次
 
（
略
）
 

 第
１
 
自
動
車
特
定
整
備
事
業
の
認
証
に
係
る
申
請
書
類
等
 

 
自
動
車
特
定
整
備
事
業
の
認
証
に
係
る
申
請
及
び
届
出
等
に
お
け
る
申
請

書
類
等
に
つ
い
て
は
、
別
紙
１
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。
 

 第
２
～
３
 
（
略
）
 

第
４
 
エ
ー
ミ
ン
グ
作
業
を
実
施
す
る
場
所
 

エ
ー
ミ
ン
グ
作
業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き

な
い
場
合
な
ど
、
電
子
制
御
装
置
点
検
整
備
作
業
場
に
お
い
て
実
施
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
、
自
動
車
製
作
者
等
の
作
成
す
る
整
備
要
領
書
等

に
お
い
て
エ
ー
ミ
ン
グ
作
業
を
屋
外
で
実
施
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
て
い

る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
場
の
敷
地
内
に
限
り
、
電
子
制
御
装
置
点
検
整
備

作
業
場
以
外
の
場
所
に
お
い
て
エ
ー
ミ
ン
グ
作
業
を
実
施
し
て
差
し
支
え

な
い
も
の
と
し
、
特
定
整
備
記
録
簿
に
当
該
エ
ー
ミ
ン
グ
作
業
を
実
施
し
た

場
所
及
び
天
候
な
ど
を
記
載
す
る
こ
と
と
す
る
。
 

自
動
車
整
備
事
業
者
に
あ
っ
て
は
、
令
和
６
年
３
月
3
1
日
ま
で
は
、
電
子

制
御
装
置
整
備
に
係
る
認
証
の
取
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
道
路
運
送
車

両
施
行
規
則
第
３
条
第
８
号
に
規
定
す
る
運
行
補
助
装
置
又
は
同
条
第
９

号
に
規
定
す
る
自
動
運
行
装
置
を
備
え
て
い
る
自
動
車
に
係
る
法
第
9
4
条

の
５
第
１
項
又
は
第
9
4
条
の
５
の
２
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
保
安
基
準
適

合
証
、
保
安
基
準
適
合
標
章
又
は
限
定
保
安
基
準
適
合
証
の
交
付
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
 

６
．
～
７
．
 
（
略
）
 

 別
添
１
 
自
動
車
特
定
整
備
事
業
の
認
証
に
係
る
取
扱
い
及
び
指
導
要
領
 

 目
次
 
（
略
）
 

 第
１
 
自
動
車
特
定
整
備
事
業
の
認
証
に
係
る
申
請
書
類
等
 

 
自
動
車
特
定
整
備
事
業
の
認
証
に
係
る
申
請
及
び
届
出
等
に
お
け
る
申
請

書
類
等
に
つ
い
て
は
、
別
紙
１
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。
 

 第
２
～
３
 
（
略
）
 

第
４
 
エ
ー
ミ
ン
グ
作
業
を
実
施
す
る
場
所
 

エ
ー
ミ
ン
グ
作
業
す
る
た
め
に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
で
き
な
い
場

合
な
ど
、
電
子
制
御
装
置
点
検
整
備
作
業
場
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
場
合
に
、
自
動
車
製
作
者
等
の
作
成
す
る
整
備
要
領
書
等
に
お
い

て
エ
ー
ミ
ン
グ
作
業
を
屋
外
で
実
施
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
当
該
事
業
場
の
敷
地
内
に
限
り
、
電
子
制
御
装
置
点
検
整
備
作
業
場

以
外
の
場
所
に
お
い
て
エ
ー
ミ
ン
グ
作
業
を
実
施
し
て
差
し
支
え
な
い
も

の
と
し
、
特
定
整
備
記
録
簿
に
当
該
エ
ー
ミ
ン
グ
作
業
を
実
施
し
た
場
所
及

び
天
候
な
ど
を
記
載
す
る
こ
と
と
す
る
。
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第
５
 
（
略
）
 

 別
添
２
 
優
良
自
動
車
整
備
事
業
者
の
認
定
に
係
る
運
用
要
領
 

 

優
良
規
則
第
５
条
か
ら
第
７
条
ま
で
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
十
分
留
意
し
て
判
定
す
る
こ

と
。
 

(
1
)
 
優
良
規
則
第
５
条
か
ら
第
７
条
ま
で
の
第
１
号
及
び
優
良
規
則
第
５

条
第
２
号
 

実
施
で
き
る
整
備
作
業
の
範
囲
及
び
検
査
作
業
と
整
備
作
業
と
の
分

業
化
の
状
態
に
つ
い
て
の
人
員
及
び
施
設
の
関
連
 

(
2
)
 
優
良
規
則
第
５
条
第
３
号
 

ア
～
オ
 
（
略
）
 

 
 
カ
 
作
業
場
の
採
光
、
照
明
、
通
風
、
排
水
、
天
井
の
高
さ
及
び
床
面
積

等
作
業
環
境
 

キ
～
ク
 
（
略
）
 

(
3
)
～
(
6
)
 
（
略
）
 

 別
添
３
～
３
の
２
 
（
略
）
 

 別
添
３
の
３
 
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
安
基
準
適
合
証
、
保
安
基
準
適
合
標
章

の
取
扱
要
領
 

 目
次
 

第
１
 
登
録
情
報
処
理
機
関
に
提
供
す
る
情
報
 

第
２
 
適
合
標
章
の
用
紙
 

第
５
 
（
略
）
 

 別
添
２
 
優
良
自
動
車
整
備
事
業
者
の
認
定
に
係
る
運
用
要
領
 

 

優
良
規
則
第
５
条
か
ら
第
７
条
ま
で
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
か
ど

う
か
を
審
査
す
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
十
分
留
意
し
て
判
定
す
る
こ

と
。
 

(
1
)
 
優
良
規
則
第
５
条
か
ら
第
７
条
ま
で
の
第
１
号
及
び
優
良
規
則
第
５

条
第
２
号
実
施
で
き
る
整
備
作
業
の
範
囲
及
び
検
査
作
業
と
整
備
作
業

と
の
分
業
化
の
状
態
に
つ
い
て
の
人
員
及
び
施
設
の
関
連
 

 (
2
)
 
優
良
規
則
第
５
条
第
３
号
 

ア
～
オ
 
（
略
）
 

 
 
カ
 
作
業
場
の
採
光
、
照
明
、
通
風
、
排
水
、
天
上
の
高
さ
及
び
床
面
積

等
作
業
環
境
 

キ
～
ク
 
（
略
）
 

(
3
)
～
(
6
)
 
（
略
）
 

 別
添
３
～
３
の
２
 
（
略
）
 

 別
添
３
の
３
 
電
磁
的
方
法
に
よ
る
保
安
基
準
適
合
証
、
保
安
基
準
適
合
標
章

の
取
扱
要
領
 

 目
次
 

第
１
 
登
録
情
報
処
理
機
関
に
提
供
す
る
情
報
 

第
２
 
適
合
標
章
の
用
紙
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第
３
 
適
合
標
章
の
記
載
方
法
 

第
４
 
適
合
標
章
の
表
示
 

第
５
 
用
紙
配
布
等
 

第
６
 
交
付
状
況
の
把
握
等
 

 第
１
～
６
 
（
略
）
 

 別
添
４
 
整
備
主
任
者
研
修
実
施
要
領
 

 目
次
 
（
略
）
 

 第
１
 
（
略
）

 
 第
２
 
研
修
の
区
分
 

１
 
（
略
）
 

２
 
技
術
研
修

 
(
1
)
～
(
2
)
 
（
略
）
 

(
3
)
 
研
修
内
容
 

ア
 
自
動
車
の
新
機
構
・
新
装
置
の
構
造
・
機
能
及
び
点
検
・
整
備
方
法
 

イ
 
自
動
車
の
特
定
整
備
後
の
保
安
基
準
適
合
性
及
び
出
来
映
え
の
確

認
方
法
等
 

(
4
)
～
(
8
)
 
（
略
）
 

 

別
添
５
 
自
動
車
検
査
員
研
修
実
施
要
領
 

 １
～
３
 
（
略
）
 

４
 
研
修
の
項
目
、
内
容
等
 

第
３
 
適
合
標
章
の
記
載
方
法
 

第
４
 
適
合
標
章
の
表
示
 

第
５
 
用
紙
配
布
等
 

  第
１
～
６
 
（
略
）
 

 別
添
４
 
整
備
主
任
者
研
修
実
施
要
領
 

 目
次
 
（
略
）
 

 第
１
 
（
略
）

 
 第
２
 
研
修
の
区
分
 

１
 
（
略
）
 

２
 
技
術
研
修

 
(
1
)
～
(
2
)
 
（
略
）
 

(
3
)
 
研
修
内
容
 

ア
 
自
動
車
の
新
機
構
・
新
装
置
の
構
造
・
機
能
及
び
点
検
・
整
備
方
法
 

イ
 
自
動
車
の
分
解
整
備
後
の
保
安
基
準
適
合
性
及
び
出
来
映
え
の
確

認
方
法
等
 

(
4
)
～
(
8
)
 
（
略
）
 

 

別
添
５
 
自
動
車
検
査
員
研
修
実
施
要
領
 

 １
～
３
 
（
略
）
 

４
 
研
修
の
項
目
、
内
容
等
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研
修
項
目
 

研
修
内
容
等
 

(
1
)
自
動
車
整
備
事
業
 
・
自
動
車
整
備
事
業
の
役
割
 

・
自
動
車
整
備
事
業
の
課
題
、
問
題
点
等
 

(
2
)
指
定
自
動
車
整
備

事
業
 

・
道
路
運
送
車
両
法
関
係
法
令
 

・
指
定
自
動
車
整
備
事
業
者
の
処
分
事
例
等
 

・
適
正
な
業
務
運
営
 

(
3
)
自
動
車
検
査
員
の

業
務
 

・
自
動
車
検
査
員
の
役
割
と
職
務
 

・
自
動
車
検
査
業
務
 

・
自
動
車
検
査
機
器
の
取
扱
い
 

(
4
)
関
係
法
令
及
び
主

要
通
達
 

・
最
近
の
関
係
法
令
の
改
廃
 

・
主
要
通
達
 

５
～
９
 
（
略
）
 

 別
紙
１
 
自
動
車
特
定
整
備
事
業
の
認
証
に
係
る
申
請
書
類
等
 

 １
 
法
第
7
9
条
第
１
項
に
基
づ
く
認
証
に
係
る
申
請
書
の
記
載
項
目
及
び
同

条
第
２
項
、
第
３
項
に
基
づ
く
書
面
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。（
法
第
7
9
条

第
１
項
、
第
２
項
及
び
第
３
項
）
 

(
1
)
 
（
略
）
 

(
2
)
 
添
付
書
面
 

ア
 
（
略
）
 

イ
 
申
請
者
が
個
人
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
住
民
票
の
写
し
（
個
人
番
号

の
記
載
の
な
い
も
の
に
限
る
。
）
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
行
政
手
続
に
お

け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

研
修
項
目
研
修
内
容
等
 

⑴
 
自
動
車
整
備
事
業
・
自
動
車
整
備
事
業
の
役
割
 

自
動
車
整
備
事
業
の
課
題
、
問
題
点
等
 

⑵
 
指
定
自
動
車
整
備
事
業
・
道
路
運
送
車
両
法
関
係
法
令
 

ア
 
指
定
自
動
車
整
備
事
業
者
の
処
分
事
例
等
 

イ
 
適
正
な
業
務
運
営
 

⑶
 
自
動
車
検
査
員
の
業
務
・
自
動
車
検
査
員
の
役
割
と
職
務
 

ア
 
自
動
車
検
査
業
務
 

イ
 
自
動
車
検
査
機
器
の
取
扱
い
 

⑷
  
関
係
法
令
及
び
主
要
通
達
・
最
近
の
関
係
法
令
の
改
廃
 

主
要
通
達
 

５
～
９
 
（
略
）
 

 

別
紙
１
 
自
動
車
特
定
整
備
事
業
の
認
証
に
係
る
申
請
書
類
等
 

 １
 
法
第
7
9
条
第
１
項
に
基
づ
く
認
証
に
係
る
申
請
書
の
記
載
項
目
及
び
同

条
第
２
項
、
第
３
項
に
基
づ
く
書
面
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。（
法
第
7
9
条

第
１
項
、
第
２
項
及
び
第
３
項
）
 

(
1
)
 
（
略
）
 

(
2
)
 
添
付
書
面
 

ア
 
（
略
）
 

イ
 
申
請
者
が
個
人
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
住
民
票
等
申
請
者
を
特
定
で

き
る
書
面
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（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
個

人
番
号
カ
ー
ド
を
い
う
。
）
の
写
し
等
申
請
者
を
特
定
で
き
る
書
面
 

ウ
～
カ
 
（
略
）
 

２
 
法
第
8
1
条
か
ら
法
第
8
3
条
ま
で
に
基
づ
く
届
出
書
の
記
載
項
目
及
び

添
付
書
面
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
（
法
第
8
1
条
か
ら
第
8
3
条
ま
で
）
 

(
1
)
 
（
略
）
 

(
2
)
 
添
付
書
面
 

ア
～
イ
 
（
略
）
 

ウ
 
事
業
場
の
所
在
地
の
変
更
に
係
る
届
出
の
場
合
は
、
１
⑵
ウ
の
書
面

（
法
第
8
1
条
第
１
項
第
３
号
）
 

エ
～
キ
 
（
略
）
 

３
～
５
 
（
略
）
 

 別
紙
２
 
一
種
整
備
工
場
及
び
二
種
整
備
工
場
 

 

種 別
 

番
号
 
認
定
の
種
類
 

項
 
目
 

一
種
整
備

工
場
 

二
種
整
備

工
場
 

備
 
 
考
 

Ａ
 
(
略
)
 
(
略
)
 

(
略
)
 
(
略
)
 
(
略
)
 

Ｂ
 
１
－

１
 

～
 

１
－

２
 

(
略
)
 

(
略
)
 
(
略
)
 
(
略
)
 

２
 
(
略
)
 

(
略
)
 
(
略
)
 
機
械
加
工
、

  ウ
～
カ
 
（
略
）
 

２
 
法
第
8
1
条
か
ら
法
第
8
3
条
ま
で
に
基
づ
く
届
出
書
の
記
載
項
目
及
び

添
付
書
面
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
（
法
第
8
1
条
か
ら
第
8
3
条
ま
で
）
 

(
1
)
 
（
略
）
 

(
2
)
 
添
付
書
面
 

ア
～
イ
 
（
略
）
 

ウ
 
事
業
場
の
所
在
地
の
変
更
に
係
る
届
出
の
場
合
は
、
１
⑵
イ
の
書
面

（
法
第
8
1
条
第
１
項
第
３
号
）
 

エ
～
キ
 
（
略
）
 

３
～
５
 
（
略
）
 

 別
紙
２
 
一
種
整
備
工
場
及
び
二
種
整
備
工
場
 

 

種 別
 

番
号
 
認
定
の
種
類
 

項
 
目
 

一
種
整
備

工
場
 

二
種
整
備

工
場
 

備
 
 
考
 

Ａ
 
(
略
)
 
(
略
)
 

(
略
)
 
(
略
)
 
(
略
)
 

Ｂ
 
１
－

１
 

～
 

１
－

２
 

(
略
)
 

(
略
)
 
(
略
)
 
(
略
)
 

２
 
(
略
)
 

(
略
)
 
(
略
)
 
機
械
加
工
、
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原
動
機
、
塗

装
、
鍛
冶
等

の
各
作
業

場
 

３
～

４
 

(
略
)
 

(
略
)
 
(
略
)
 
(
略
)
 

Ｃ ～ Ｇ
 

(
略
)
 
(
略
)
 

(
略
)
 
(
略
)
 
(
略
)
 

  別
紙
２
の
２
～
２
の
５
 
（
略
）
 

 別
紙
３
 
指
定
自
動
車
整
備
事
業
の
指
定
に
係
る
申
請
書
等
 

 １
～
２
 
（
略
）
 

３
 
指
定
規
則
第
１
条
第
２
項
第
６
号
に
基
づ
く
優
良
自
動
車
整
備
事
業
者

の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
場
合
の
添
付
書
面
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。（
指

定
規
則
第
１
条
第
２
項
第
６
項
）
 

ア
～
オ
 
（
略
）
 

カ
 
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
 
 

株
主
総
会
等
で
配
布
の
も
の
で
よ
く
、
申
請
者
が
国
及
び
こ
れ
に
準

ず
る
場
合
は
必
要
と
し
な
い
。
 

ま
た
、
次
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
右
欄
に
掲
げ
る

原
動
機
、
塗

装
、
鍛
冶
鍛

冶
等
の
各

作
業
場
 

３
～

４
 

(
略
)
 

(
略
)
 
(
略
)
 
(
略
)
 

Ｃ ～ Ｇ
 

(
略
)
 
(
略
)
 

(
略
)
 
(
略
)
 
(
略
)
 

  別
紙
２
の
２
～
２
の
５
 
（
略
）
 

 別
紙
３
 
指
定
自
動
車
整
備
事
業
の
指
定
に
係
る
申
請
書
等
 

 １
～
２
 
（
略
）
 

３
 
指
定
規
則
第
１
条
第
２
項
第
６
号
に
基
づ
く
優
良
自
動
車
整
備
事
業
者

の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
場
合
の
添
付
書
面
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。（
指

定
規
則
第
１
条
第
２
項
第
６
項
）
 

ア
～
オ
 
（
略
）
 

カ
 
貸
借
対
照
表
及
び
は
損
益
計
算
書
 
 

株
主
総
会
等
で
配
布
の
も
の
で
よ
く
、
申
請
者
が
国
及
び
こ
れ
に
準

ず
る
場
合
は
必
要
と
し
な
い
。
 

ま
た
、
次
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
右
欄
に
掲
げ
る
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書
面
で
こ
れ
に
代
え
て
差
し
支
え
な
い
。
 

新
規
設
立
会
社
の
場
合
（
前
歴
が
な
い
場
合
）
 
最
近
６
ヵ
月
間
の

仮
決
算
書
 

一
つ
の
会
社
か
ら
整
備
部
門
が
独
立
し
、
新
た
な

会
社
を
設
立
し
た
場
合
（
廃
止
新
規
申
請
の
場
合

を
含
む
）
 

経
過
説
明
書
及
び

事
業
計
画
書
 

合
併
し
た
場
合
 

同
上
 

事
業
協
同
組
合
等
の
場
合
 

事
業
計
画
書
 

 キ
 
（
略
）
 

４
～
６
 
（
略
）
 

 別
紙
３
の
２
 
指
定
自
動
車
整
備
事
業
の
指
定
に
係
る
設
備
、
技
術
及
び
管
理

組
織
の
審
査
基
準
 

 １
 
（
略
）
 

２
 
要
員
関
係
の
基
準
の
解
釈
 

(
1
)
～
(
4
)
 
（
略
）
 

(
5
)
 
検
査
工
 

検
査
工
は
、
当
該
検
査
に
係
る
自
動
車
の
整
備
作
業
に
直
接
従
事
し
て

は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
作
業
を
行
う
こ
と
は
差
し
支
え
な

い
。
 

 
点
検
す
る
た
め
に

不
可
欠
な
作
業
 

・「
自
動
車
の
点
検
及
び
整
備
に
関
す
る
手
引
」

（
平
成
1
9
年
国
土
交
通
省
告
示
第
3
1
7
号
）

書
面
で
こ
れ
に
代
え
て
差
し
支
え
な
い
。
 

新
規
設
立
会
社
の
場
合
（
前
歴
が
な
い
場
合
）
最
近
６
ヵ
月
間
の
仮

決
算
書
一
つ
の
会
社
か
ら
整
備
部
門
が
独
立
し
、
新
た
な
会
社
経
過
説

明
書
及
び
事
業
計
画
書
を
設
立
し
た
場
合
（
廃
止
新
規
申
請
の
場
合
を

含
む
。
）
合
併
し
た
場
合
同
上
事
業
協
同
組
合
等
の
場
合
事
業
計
画
書
 

  

  

キ
 
（
略
）
 

４
～
６
 
（
略
）
 

 別
紙
３
の
２
 
指
定
自
動
車
整
備
事
業
の
指
定
に
係
る
設
備
、
技
術
及
び
管
理

組
織
の
審
査
基
準
 

 

１
 
（
略
）
 

２
 
要
員
関
係
の
基
準
の
解
釈
 

(
1
)
～
(
4
)
 
（
略
）
 

(
5
)
 
検
査
工
 

検
査
工
は
、
当
該
検
査
に
係
る
自
動
車
の
整
備
作
業
に
直
接
従
事
し
て

は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
作
業
を
行
う
こ
と
は
差
し
支
え
な

い
。
 

 
点
検
す
る
た
め
に

不
可
欠
な
作
業
 

・「
自
動
車
の
点
検
及
び
整
備
に
関
す
る
手
引
」

（
平
成
1
9
年
国
土
交
通
省
省
告
示
第
3
1
7
号
）
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に
例
示
し
て
あ
る
点
検
作
業
の
範
囲
 

点
検
に
付
随
す
る
軽

微
な
作
業
 

（
略
）
 

点
検
と
併
せ
て
行
う

こ
と
が
合
理
的
で
あ

る
軽
微
な
交
換
又
は

補
充
作
業
 

（
略
）
 

点
検
又
は
検
査
時
に

行
う
こ
と
が
合
理
的

で
あ
る
軽
微
な
調
整

作
業
 

・
前
照
灯
の
照
射
方
向
の
調
整
 

・
ア
イ
ド
リ
ン
グ
、
Ｃ
Ｏ
・
Ｈ
Ｃ
の
調
整
 

・
点
火
時
期
の
調
整
 

・
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
の
調
整
 

 

(
6
)
～
(
7
)
 
（
略
）
 

３
 
作
業
場
等
の
基
準
の
解
釈
 

(
1
)
～
(
4
)
 
（
略
）
 

(
5
)
 
通
路
 

通
路
は
、
主
に
整
備
す
る
自
動
車
が
十
分
通
れ
る
幅
を
有
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
作
業
場
等
の
面
積
に
は
含
ま
な
い
。
 

た
だ
し
、
当
該
事
業
場
に
お
い
て
、
主
に
整
備
す
る
自
動
車
の
状
況
に

よ
っ
て
、
整
備
作
業
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は

作
業
場
等
の
面
積
に
含
め
て
差
し
支
え
な
い
。
 

 
(
6
)
 
 
（
略
）
 

４
 
（
略
）
 

 

に
例
示
し
て
あ
る
点
検
作
業
の
範
囲
 

点
検
に
付
随
す
る
軽

微
な
作
業
 

（
略
）
 

点
検
と
併
せ
て
行
う

こ
と
が
合
理
的
で
あ

る
軽
微
な
交
換
又
は

補
充
作
業
 

（
略
）
 

点
検
又
は
検
査
時
に

行
う
こ
と
が
合
理
的

で
あ
る
軽
微
な
調
整

作
業
 

・
前
照
灯
の
照
射
方
向
の
調
整
 

・
ア
イ
ド
リ
ン
グ
、
Ｃ
Ｏ
・
Ｈ
Ｃ
の
整
備
 

・
点
火
時
期
の
調
整
 

・
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
の
調
整
 

 

(
6
)
～
(
7
)
 
（
略
）
 

３
 
作
業
場
等
の
基
準
の
解
釈
 

(
1
)
～
(
4
)
 
（
略
）
 

(
5
)
 
通
路
 

通
路
は
、
主
に
整
備
す
る
自
動
車
が
十
分
通
れ
る
幅
を
有
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
作
業
場
等
の
面
積
に
は
含
ま
な
い
。
 

た
だ
し
、
当
該
事
業
場
お
い
て
、
主
に
整
備
す
る
自
動
車
の
状
況
に
よ

っ
て
、
整
備
作
業
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
作

業
場
等
の
面
積
に
含
め
て
差
し
支
え
な
い
。
 

 
(
6
)
 
 
（
略
）
 

４
 
（
略
）
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別
紙
３
の
３
～
３
の
８
 
（
略
）
 

別
紙
３
の
３
～
３
の
８
 
（
略
）
 

附
則
（
令
和
３
年
９
月
１
日
付
国
自
整
第
１
２
４
号
）

 
１
．
本
改
正
は
、
令
和
３
年
９
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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指定自動車整備事業規則等の一部を改正する省令について 
 

１．背景 

近年急速に普及している自動ブレーキ等の電子制御を駆使した自動運転技術について、

交通事故防止に大きな効果が期待される一方で、故障時には誤作動等により事故につな

がるおそれがあることから、使用過程において確実に機能維持を図ることが重要です。 

このため、国土交通省では、電子制御装置まで踏み込んだ自動車検査手法について「車

載式故障診断装置を活用した自動車検査手法のあり方検討会」において検討を進め、令

和３年 10 月以降の新型車を対象に、令和６年 10 月から電子的な検査（車検）を開始（※）

することとしています。 

今般、当該検査の実施に向けて、指定自動車整備事業者等に対し、新たに電子的な検査

を行うための機器（検査用スキャンツール）を備えなければならないこととしします。 
（※）輸入車については、本国メーカーとの調整等準備期間を要することから、令和４年 10 月

以降の新型車を対象に令和７年 10月から検査を開始 

 

２．改正概要（省令） 

⑴ 指定自動車整備事業規則（昭和 37 年運輸省令第 49 号）の一部改正 

以下の改正を行うほか、所要の改正を行う。 

①指定自動車整備事業者（大型特殊自動車及び二輪の小型自動車のみを対象とする整

備事業者を除く。）が備えるべき自動車検査用機械器具として、「検査用スキャンツ

ール」を規定する。【第２条関係】 

②「検査用スキャンツール」について、現時点で検査結果に影響を与える不具合が起

こる可能性が低いことから、校正を受けなくても良いものとする。【第 12 条関係】 

③検査の基準及び指定整備記録簿の項目に電子的な検査を追加する。【別表第２及び

第３号様式関係】 

⑵ 軽自動車検査協会に関する省令（昭和 47 年運輸省令第 52 号）の一部改正 

・軽自動車検査協会について、⑴①と同様の改正のほか、所要の改正を行う。【第 13

条関係】 

⑶ 総合特別区域法に基づく道路運送車両法の特例に関する省令（平成 26 年国土交通省

令第 13 号）の一部改正 

・指定点検整備事業者について、⑴と同様の改正のほか、所要の改正を行う。【第７条、

第８条及び第４号様式関係】 

(4) 経過措置 

①令和５年４月１日以降、改正後の基準により指定自動車整備事業に係る指定及び届

出（検査用スキャンツールに係るものに限る）を行うことができるものとする。 

②指定点検整備事業者について、同様の経過措置を規定する。 

 

３．スケジュール（予定） 

  公布：令和３年１０月１５日 

  施行：令和６年１０月１日（ただし、２．（４）については令和５年４月１日） 
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指
定
自
動
車
整
備
事
業
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
指
定
自
動
車
整
備
事
業
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

指
定
自
動
車
整
備
事
業
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
運
輸
省
令
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前

欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
検
査
の
設
備
の
基
準
）

（
検
査
の
設
備
の
基
準
）

第
二
条

法
第
九
十
四
条
の
二
第
一
項
の
自
動
車
の
検
査
の
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
条

法
第
九
十
四
条
の
二
第
一
項
の
自
動
車
の
検
査
の
設
備
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
〇
国
土
交
通
省
令
第
六
十
六
号

道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
七
十
六
条
の
三
十
一
、
第
九
十
四
条
の
二
第
一
項
、
第
九
十
四
条
の
五
第
四
項
、
第
九
十
四
条
の
十
（
総
合
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
二
十
二
条

の
二
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
第
百
四
条
並
び
に
総
合
特
別
区
域
法
第
二
十
二
条
の
二
第
十
一
項
及
び
第
七
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
自
動
車
整
備
事
業
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。

令
和
三
年
十
月
十
五
日

国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫


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二

対
象
と
す
る
種
類
の
自
動
車
を
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
検
査
用
機
械
器
具
で
あ
つ
て
、
次
に
掲

げ
る
も
の
を
備
え
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
対
象
と
す
る
自
動
車
の
種
類
の
う
ち
に
、
四
輪
以
上
の
自
動
車

が
含
ま
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
イ
、
大
型
特
殊
自
動
車
及
び
二
輪
の
小
型
自
動
車
以
外
の
自
動
車
が
含
ま
れ

て
い
な
い
場
合
に
は
リ
、
軽
油
を
燃
料
と
す
る
自
動
車
が
含
ま
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
チ
、
ガ
ソ
リ
ン
又
は

液
化
石
油
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る
自
動
車
が
含
ま
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
ヘ
及
び
ト
に
掲
げ
る
も
の
を
備
え
な

く
て
も
よ
い
。

二

対
象
と
す
る
種
類
の
自
動
車
を
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
検
査
用
機
械
器
具
で
あ
つ
て
、
次
に
掲

げ
る
も
の
を
備
え
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
対
象
と
す
る
自
動
車
の
種
類
の
う
ち
に
、
四
輪
以
上
の
自
動
車

が
含
ま
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
イ
、
軽
油
を
燃
料
と
す
る
自
動
車
が
含
ま
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
チ
、
ガ
ソ

リ
ン
又
は
液
化
石
油
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る
自
動
車
が
含
ま
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
ヘ
及
び
ト
に
掲
げ
る
も
の

を
備
え
な
く
て
も
よ
い
。

イ
〜
チ

（
略
）

イ
〜
チ

（
略
）

リ

検
査
用
ス
キ
ャ
ン
ツ
ー
ル

（
新
設
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
自
動
車
検
査
用
機
械
器
具
の
校
正
）

（
自
動
車
検
査
用
機
械
器
具
の
校
正
）

第
十
二
条

指
定
自
動
車
整
備
事
業
者
は
、
第
二
条
第
一
項
第
二
号
（
リ
を
除
く
。）の
自
動
車
検
査
用
機
械
器
具

に
つ
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
、
備
付
け
又
は
前
回
の
校
正
の
日
か

ら
一
年
以
内
に
、
国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
「
登
録
校
正
実
施
機
関
」
と
い
う
。）が
行
う
校

正
（
以
下
「
登
録
校
正
」
と
い
う
。）を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

第
十
二
条

指
定
自
動
車
整
備
事
業
者
は
、
第
二
条
第
一
項
第
二
号
の
自
動
車
検
査
用
機
械
器
具
に
つ
い
て
、
国

土
交
通
大
臣
の
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
、備
付
け
又
は
前
回
の
校
正
の
日
か
ら
一
年
以
内
に
、

国
土
交
通
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
「
登
録
校
正
実
施
機
関
」
と
い
う
。）が
行
う
校
正
（
以
下
「
登
録

校
正
」
と
い
う
。）を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

別
表
第
二
（
検
査
の
基
準
）（
第
八
条
関
係
）

別
表
第
二
（
検
査
の
基
準
）（
第
八
条
関
係
）

検
査
の
実
施
の
方
法

検
査
の
実
施
の
方
法

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

二
装
置
に
関
す

る
検
査
（
そ
の

１
）

次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
器
具
を
用
い

て
検
査
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

、

、

及
び

に
掲
げ
る

事
項
に
つ
い
て
は
、
当
該
器
具
を
用
い
て
検
査
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
に
限

り
走
行
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
、

、

、

及
び

に
掲
げ
る
事
項
に
つ

い
て
は
、
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
（
昭
和
26年
運
輸
省
令
第
67号
）
に
適
合
す

る
か
ど
う
か
を
視
認
等
に
よ
り
容
易
に
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
に
限
り
視
認

等
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
装
置
に
関
す

る
検
査
（
そ
の

１
）

次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
器
具
を
用
い

て
検
査
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

、

、

及
び

に
掲
げ
る

事
項
に
つ
い
て
は
、
当
該
器
具
を
用
い
て
検
査
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
に
限

り
走
行
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
、

、

、

及
び

に
掲
げ
る
事
項
に
つ

い
て
は
、
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
（
昭
和
26年
運
輸
省
令
第
67号
）
に
適
合
す

る
か
ど
う
か
を
視
認
等
に
よ
り
容
易
に
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
に
限
り
視
認

等
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）


速
度
表
示
灯
の
表
示
の
誤
差

速
度
試
験
機


速
度
表
示
灯
の
表
示
の
誤
差

速
度
試
験
機


車
載
式
故
障
診
断
装
置
の
診
断
の

結
果

検
査
用
ス
キ
ャ
ン
ツ
ー
ル

（
新
設
）

（
新
設
）

四
装
置
に
関
す

る
検
査
（
そ
の

３
）

次
に
掲
げ
る
装
置
に
つ
い
て
、
視
認
そ
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
検
査
す
る
も
の

と
す
る
。

（
略
）


自
動
運
行
装
置

四
装
置
に
関
す

る
検
査
（
そ
の

３
）

次
に
掲
げ
る
装
置
に
つ
い
て
、
視
認
そ
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
検
査
す
る
も
の

と
す
る
。

（
略
）

（
新
設
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
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第
三
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 
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第
四
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
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（
軽
自
動
車
検
査
協
会
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

軽
自
動
車
検
査
協
会
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
運
輸
省
令
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
軽
自
動
車
の
検
査
設
備
の
基
準
）

（
軽
自
動
車
の
検
査
設
備
の
基
準
）

第
十
三
条

法
第
七
十
六
条
の
三
十
一
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
検
査
設
備
の
基
準
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
十
三
条

法
第
七
十
六
条
の
三
十
一
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
検
査
設
備
の
基
準
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

軽
自
動
車
を
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
検
査
用
機
械
器
具
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
備
え

て
い
る
こ
と
。

二

軽
自
動
車
を
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
検
査
用
機
械
器
具
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
備
え

て
い
る
こ
と
。

イ
〜
チ

（
略
）

イ
〜
チ

（
略
）

リ

検
査
用
ス
キ
ャ
ン
ツ
ー
ル

（
新
設
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
総
合
特
別
区
域
法
に
基
づ
く
道
路
運
送
車
両
法
の
特
例
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

総
合
特
別
区
域
法
に
基
づ
く
道
路
運
送
車
両
法
の
特
例
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
六
年
国
土
交
通
省
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
で
改
正
前

欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

（
点
検
の
基
準
）

（
点
検
の
基
準
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２

前
項
第
四
号
の
点
検
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
設
備
を
用
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
第
四
号
の
点
検
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
設
備
を
用
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

対
象
と
す
る
種
類
の
自
動
車
を
点
検
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
点
検
用
機
械
器
具
で
あ
っ
て
、
次
に
掲

げ
る
も
の
を
備
え
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
対
象
と
す
る
自
動
車
の
種
類
の
う
ち
に
、
四
輪
以
上
の
自
動
車

が
含
ま
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
イ
、
軽
油
を
燃
料
と
す
る
自
動
車
が
含
ま
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
チ
、
ガ
ソ

リ
ン
又
は
液
化
石
油
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る
自
動
車
が
含
ま
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
ヘ
及
び
ト
に
掲
げ
る
も
の

を
備
え
な
く
て
も
よ
い
。

二

対
象
と
す
る
種
類
の
自
動
車
を
点
検
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車
点
検
用
機
械
器
具
で
あ
っ
て
、
次
に
掲

げ
る
も
の
を
備
え
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
対
象
と
す
る
自
動
車
の
種
類
の
う
ち
に
、
四
輪
以
上
の
自
動
車

が
含
ま
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
イ
、
軽
油
を
燃
料
と
す
る
自
動
車
が
含
ま
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
チ
、
ガ
ソ

リ
ン
又
は
液
化
石
油
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る
自
動
車
が
含
ま
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
ヘ
及
び
ト
に
掲
げ
る
も
の

を
備
え
な
く
て
も
よ
い
。

イ
〜
チ

（
略
）

イ
〜
チ

（
略
）

リ

検
査
用
ス
キ
ャ
ン
ツ
ー
ル

（
新
設
）

三

（
略
）

三

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
自
動
車
点
検
用
機
械
器
具
の
校
正
）

（
自
動
車
点
検
用
機
械
器
具
の
校
正
）

第
八
条

前
条
第
二
項
第
二
号
（
リ
を
除
く
。）の
自
動
車
点
検
用
機
械
器
具
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
技
術

上
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
、
備
付
け
又
は
前
回
の
校
正
の
日
か
ら
一
年
以
内
に
、
指
定
自
動
車
整
備
事
業
規

則
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
校
正
実
施
機
関
が
行
う
校
正
を
受
け
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条

前
条
第
二
項
第
二
号
の
自
動
車
点
検
用
機
械
器
具
は
、
国
土
交
通
大
臣
の
定
め
る
技
術
上
の
基
準
に
適

合
す
る
よ
う
、
備
付
け
又
は
前
回
の
校
正
の
日
か
ら
一
年
以
内
に
、
指
定
自
動
車
整
備
事
業
規
則
第
十
二
条
第

一
項
に
規
定
す
る
登
録
校
正
実
施
機
関
が
行
う
校
正
を
受
け
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報 
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第
四
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
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令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
十
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
条
及
び
附
則
第
四
条
の
規
定
は
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
指
定
自
動
車
整
備
事
業
規
則
の
一
部
改
正
に
関
す
る
準
備
行
為
）

第
二
条

道
路
運
送
車
両
法
第
九
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
及
び
こ
れ
に
関
し
必
要
な
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
指
定
自
動
車
整
備
事
業
規
則
第
二
条
第
一
項
の
規

定
の
例
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

指
定
自
動
車
整
備
事
業
規
則
第
十
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
（
検
査
用
ス
キ
ャ
ン
ツ
ー
ル
に
係
る
も
の
に
限
る
。）が
生
じ
た
場
合
の
届
出
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
指
定
自
動
車
整
備
事
業
規
則
の
一
部
改
正
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

施
行
日
に
お
い
て
現
に
道
路
運
送
車
両
法
第
九
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
者
及
び
当
該
指
定
の
申
請
を
し
て
い
る
者
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し

た
者
を
除
く
。）に
係
る
指
定
自
動
車
整
備
事
業
規
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
以
後
初
め
て
事
業
場
の
位
置
を
変
更
す
る
ま
で
の
間
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

（
総
合
特
別
区
域
法
に
基
づ
く
道
路
運
送
車
両
法
の
特
例
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
に
関
す
る
準
備
行
為
）

第
四
条

総
合
特
別
区
域
法
第
二
十
二
条
の
二
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
及
び
こ
れ
に
関
し
必
要
な
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
総
合
特
別
区
域
法
に
基
づ
く
道
路
運
送
車
両
法
の

特
例
に
関
す
る
省
令
第
七
条
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

総
合
特
別
区
域
法
に
基
づ
く
道
路
運
送
車
両
法
の
特
例
に
関
す
る
省
令
第
九
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
（
検
査
用
ス
キ
ャ
ン
ツ
ー
ル
に
係
る
も
の
に
限
る
。）が
生
じ
た
場
合
の
届
出
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

（
総
合
特
別
区
域
法
に
基
づ
く
道
路
運
送
車
両
法
の
特
例
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

施
行
日
に
お
い
て
現
に
総
合
特
別
区
域
法
第
二
十
二
条
の
二
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
者
及
び
当
該
指
定
の
申
請
を
し
て
い
る
者
（
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し

た
者
を
除
く
。）に
係
る
総
合
特
別
区
域
法
に
基
づ
く
道
路
運
送
車
両
法
の
特
例
に
関
す
る
省
令
第
七
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
以
後
初
め
て
事
業
場

の
位
置
を
変
更
す
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


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自動車検査用機械器具に係る国土交通大臣の定める技術上の基準の 

一部を改正する告示について 
 

１．背景 

近年急速に普及している自動ブレーキ等の電子制御を駆使した自動運転技術について、

交通事故防止に大きな効果が期待される一方で、故障時には誤作動等により事故につな

がるおそれがあることから、使用過程において確実に機能維持を図ることが重要である。 

このため、国土交通省では、電子制御装置まで踏み込んだ自動車検査手法について「車

載式故障診断装置を活用した自動車検査手法のあり方検討会」において検討を進め、令

和３年 10 月以降の新型車を対象に、令和６年 10 月から電子的な検査（車検）を開始（※）

することとしている。 

今般、当該検査の実施に向けて、指定自動車整備事業者等にて備えるべき検査用スキ

ャンツールの技術基準を定めることとする。 
（※）輸入車については、本国メーカーとの調整等準備期間を要することから、令和４年 10 月

以降の新型車を対象に令和７年 10月から検査を開始 

 

２．改正概要 

自動車検査用機械器具に係る国土交通大臣の定める技術上の基準（平成７年運輸省告

示第 375 号）の一部改正 

・「検査用スキャンツール」の技術的な基準を定めるほか、所要の改正を行う。 

 

（検査用スキャンツールの概要） 

・自動車技術総合機構が開発し配布する検査用のアプリケーションをインストールで

き、同機構が設置する電子的な検査を行うためのサーバーにインターネット経由で接

続する機能があること 

・使用に耐えるよう、十分な耐久性があり、円滑に作動すること 

・自動車に搭載された車載式故障診断装置と接続し、故障コードが読み取り可能である

こと 

・故障コードの読み取り状況やアプリケーションの画面が表示できること 

・検査を実施しようとする車両の情報（型式など）が、入力できること   等 

 

３．スケジュール（予定） 

  公布：令和３年１０月１５日 

  施行：公布日 
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令 和 ３ 年 12 月 10 日 

自動車局自動車情報課 

 

引越時の車のナンバープレートの交換が次回車検時まで猶予可能に！ 

～来年（令和４年）１月４日より運用を開始します！～ 

 

 

 

１．特例措置の内容 

① 特例の対象となる手続き 

   引越に伴い、所有者本人が変更登録申請をマイナンバーカードを用いて自動車ワンストップ

サービス（ＯＳＳ）により行う手続きが対象となります。 

※所有者と使用者が不同一の場合など一部の場合は本特例の対象外となります。 

 

② 新旧車検証の郵送による交換 

   所有者は、ＯＳＳで変更登録を申請した後、15 日以内に引越先の使用の本拠の位置を管轄す

る運輸支局等あてに旧車検証（写しも可）を郵送していただくと、運輸支局等から変更後の新

車検証（備考欄に旧登録番号が記載されたもの）を郵送にて交付します。 

  

③ 新たなナンバープレートの交付等 

   所有者は、次回車検までに（車検時でも可）、管轄の運輸支局等の窓口に提出していただくと、

新車検証の備考欄から旧登録番号の記載を削除した車検証と登録事項等通知書を交付します。 

   これらを自動車登録番号標交付代行者の窓口に提出していただくと、新しいナンバープレー

トが交付されます。その際、旧ナンバープレートは返納いただきます。 

 

２．本特例措置の運用開始日 

  令和４年１月４日（火） 

 

※注意事項 

・次回車検時までに新しいナンバープレートの交付を受けない場合、道路運送車両法違反に問わ 

れる場合があります。 

・車検証（原本）の携帯がなければ運転することはできませんので、旧車検証郵送の際にはご注 

意ください。 

 

【参考】自動車保有関係手続きのワンストップ・サービス（OSS）について 

・申請ポータルサイト ＵＲＬ：https://www.oss.mlit.go.jp/portal/index.html 

・ ヘルプデスク    電話：050-5540-2000（年末年始を除く平日で、8:30～17:00） 

 

国土交通省では、個人が引越の際、オンラインにより自動車の変更登録申請を行う場

合に、ナンバープレートの交換を次回の車検時まで猶予する特例を創設することとし、

来年１月４日から運用を開始することといたします。 

【お問い合わせ先】 

自動車局自動車情報課 山浦、福室、本山 

 （代表）03-5253-8111（内線 42114、42118） 

 （直通）03-5253-8588 

※旧車検証（写し）を送付いただいた場合は、新車検証受取り後、旧車検証（原本）を速やかに運輸支局等宛に郵送してください。 
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住
所
変
更
時
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
交
換
に
関
す
る
特
例
の
概
要

〇
政
府
全
体
で
推
進
して
い
る
引
越
時
の
負
担
軽
減
の
一
環
とし
て
、引
越
し時
の
個
人
に
よ
る
変
更
登
録
O
SS
申
請

の
場
合
に
、変
更
登
録
に
伴
うナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
トの
交
換
を
次
回
車
検
時
ま
で
猶
予
す
る
特
例
を
創
設
。

○
令
和
４
年
１
月
４
日
か
ら運
用
開
始
（
特
例
を
受
け
る
か
どう
か
は
選
択
制
）
。

新
旧
車
検
証
・

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
交
換

審
査

運
輸
支
局
へ
出
頭

＜
通
常
＞

＜
特
例
＞

出
頭
不
要
化

変
更
登
録
完
了
後

（
申
請
か
ら１
週
間
程
度
）

新
旧
車
検
証

の
交
換

変
更
登
録
完
了
後

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
交
換

変
更
登
録

O
SS
申
請

（
車
両
の
持
込
み
）

審
査

変
更
登
録

O
SS
申
請

ユ
ー
ザ
ー

ユ
ー
ザ
ー

次
回
車
検
時
ま
で
に

運
輸
支
局
等
へ
出
頭

引
越
し後
の
落
ち
着
い
た
タイ
ミン
グ
で

整
備
事
業
者
に
依
頼
（
出
頭
不
要
化
）

車
検
と同
じタ
イミ
ング
で

※
登
録
番
号
は
この
時
点
で
変
更

自
動
車
の
所
有
者
本
人
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

用
い
た
引
越
に
伴
う
申
請
が
対
象

！
！
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
換
を
行
わ
な
い
場
合
道
路
運
送
車
両
法
違
反
に
な
る
可
能
性
あ
り

！
！

運
輸
支
局
等
か
ら
備
考
欄
に
旧
登
録
番
号
が

記
載
さ
れ
た
新
車
検
証
を
送
付

自
動
車
の
所
有
者
か
ら
運
輸
支
局
等

あ
て
に
旧
車
検
証
（
写
し
も
可
）
を
郵
送

運
輸
支
局
等

運
輸
支
局
等

※
新
車
検
証
の
受
取
り
後
、
旧
車
検
証
は
速
や
か
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
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別添 
国自整第２２７号の２ 
令和３年１２月２３日  

 

 

一般社団法人日本自動車整備振興会連合会会長 殿 

 

 

国土交通省自動車局整備課長 

 
 
指定自動車整備事業における「自動車ＯＳＳによる変更登録申請を行い自動車登

録番号標の交付を受けていない車両」の継続検査に係る取扱いについて 
 
 
標記について、別添のとおり各地方運輸局自動車技術安全部長及び内閣府沖縄総合

事務局運輸部長に対し通知しましたので、貴会におかれましては、傘下会員に対し周

知徹底方お願いいたします。 
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国 自 整 第 ２ ２ ７ 号  
令和３年１２月２３日  

 

 

四国運輸局自動車技術安全部長 殿 

 

 

自動車局整備課長 

 

 
指定自動車整備事業における「自動車ＯＳＳによる変更登録申請を行い自動車登

録番号標の交付を受けていない車両」に対する継続検査に係る取扱いについて 
 
 
今般、「自動車ＯＳＳによる変更登録申請時の自動車検査証等の郵送の取扱い及び

自動車登録番号標交付時期猶予について」（令和３年 12 月 10 日付け、国自情第 242
号、国自整第 221 号）により、特例を受けた車両に対する継続検査について、下記の

とおり取扱いを定めたので、了知されるとともに遺漏のないよう取り扱われたい。 
なお、一般社団法人日本自動車整備振興会連合会会長あて別添のとおり通知したこ

とを申し添える。 

 

記 

 

１．指定自動車整備事業における同一性の確認 

指定自動車整備事業規則第７条第２項（自動車検査員の証明）に規定する道路

運送車両法施行規則第 35 条の３第１項第１号（自動車登録番号）の確認につい

ては、自動車検査証の備考欄に記載されたプレート番号と車両に取り付けられた

自動車登録番号標が同一である場合、事実と相違がないものとみなす。 

２．指定整備記録簿及び保安基準適合標章の記載 

  １．の取扱いをした場合は、指定整備記録簿の備考欄にプレート番号を括弧書

きにて記載すること。また、保安基準適合標章（表）の右上余白部分にプレート

番号を括弧書きにてサインペン等により黒色で記載すること。 
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（参考） 
新自動車登録番号標の交付を受けていない車両の記載方法 
新ナンバーの交付を受けていない車両の備考欄記載 
 
 
 
 
 
 
 

１．指定整備記録簿 

 

２． 保安基準適合標章 

 

 

品川 ５９９ あ ２０４９ 

（札幌５９９あ４６２０） 

（札幌５９９あ４６２０） 

備考 
〔品川〕，変更登録，〔ＯＳＳ〕 
ナンバープレート未交付〔プレート番号〕札幌５９９あ４６２０ 
〔かい離が発生した日〕令和４年１月７日 
 

新ナンバーの交付を受けていない車両の備考欄記載 

●指定整備記録簿 

●保安基準適合標章 

第一章　整備事業関係

- 31 -



 

別添 
事 務 連 絡 

令和３年１２月２３日 
 

 

一般社団法人日本自動車整備振興会連合会事業部長 殿 

 

 

国土交通省自動車局整備課 

整備事業班長 

  

 

 

自動車ＯＳＳによる変更登録申請を行い自動車検査証の記載変更を行っていない

車両の継続検査について 
 

 

今般、「自動車ＯＳＳによる変更登録申請時の自動車検査証等の郵送の取扱い及

び自動車登録番号標交付時期猶予について」（令和３年12月10日付け、国自情第242

号、国自整第221号）により、自動車登録番号標の交付の時期を次回車検時まで猶

予することとされましたが、自動車ＯＳＳにより変更登録申請をしたにもかかわら

ず自動車検査証の記載変更を行っていない場合、有効期間の更新ができないことか

ら、貴会傘下会員に対し周知方よろしくお願いします。 
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令 和 ４年 ２月 1 8 日 
自 動 車 局 整 備 課 

大型車のタイヤ脱着時はホイール・ナットの点検・整備にご注意！ 

～大型車の車輪脱落事故防止に向けて～ 

 

「自動車の点検及び整備に関する手引き」に、大型車のタイヤ脱着時のホイール・ナッ

トの点検・整備方法について規定されていますが、最近の大型車の車輪脱落事故において、

適切な点検・整備がなされていない事案が散見されています。 

大型車のタイヤを脱着する際は、ホイール・ナットを清掃した上で潤滑剤を塗布すると

ともに、劣化したホイール・ナットは必ず交換をお願いします。 

なお、事故防止対策をさらに進めるため、検討会を設置し、事故要因のさらなる調査・

分析等を行います。 

 

大型車の車輪脱落事故は、大事故に繋がりかねない大変危険なものです。 

国土交通省では関係機関と連携し、大型車のタイヤ交換作業の徹底に係る周知・啓発

活動や、街頭検査においてホイール・ナットの緩みの確認を行う等、各種事故防止対策

に取り組んでいるところです。しかしながら、大型車の車輪脱落事故は依然として発生

しており、令和２年度は 131 件、令和３年度は令和４年１月末までに 107 件（速報値）（令

和２年度は同月末までに 113 件）の報告を受けています。 

「自動車の点検及び整備に関する手引き」において、大型車のタイヤ脱着時のホイー

ル・ナットの清掃や潤滑剤の塗布、さらにはホイール・ナットが円滑に回るかの確認等

について規定されていますが、最近の大型車の車輪脱落事故において、これらの点検・

整備が適切に行われていない事案が散見されています。 

円滑に回らないホイール・ナットを使用してタイヤを取り付けると、ナットが本来あ

るべき位置まで締まらず、十分な締結力が得られないため、走行中にナットが緩み車輪

が脱落するおそれがあります。 

このため、大型車のタイヤを脱着する際は、ホイール・ナットを清掃した上で、ナッ

トとワッシャーの間を含めて適切に潤滑剤を塗布するとともに、劣化したホイール・ナ

ットは必ず交換をお願いします。 

 

 

 

 

車輪脱落事故を起こした車両の 

ワッシャー付ホイール・ナット 

潤滑剤の塗布箇所 
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また、大型車の車輪脱落事故防止対策をさらに進めるため、今般「大型車の車輪脱落

事故防止対策に係る調査・分析検討会」を設置し、ホイール・ナットに係る要因を含め、

車輪脱落事故の要因のさらなる調査・分析等を行います。 

 
別紙１ 大型車のタイヤ脱着時のホイール・ナットの適切な点検・整備 

別紙２ 大型車の車輪脱落事故防止のための啓発用チラシ 

別紙３ 第１回大型車の車輪脱落事故防止対策に係る調査・分析検討会 
 

 
【問い合わせ先】 
国土交通省自動車局整備課 藤墳、宮坂 
℡03-5253-8111 （内線 42412,42413）  
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に
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備
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シ
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、
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別紙３ 

 

第１回 大型車の車輪脱落事故防止対策に係る調査・分析検討会 

 
 

〇 構成員(案)：伊藤 紳一郎 独立行政法人自動車技術総合機構交通安全環境研究所 

山口 泉   一般財団法人日本自動車研究所 自動走行研究部  

次長 

関根 明年  一般社団法人日本自動車工業会 大型車車輪脱落事故 

防止分科会 分科会長 

荻原 正吾  公益社団法人全日本トラック協会 交通・環境部 

調査役 

田中 宏   公益社団法人日本バス協会 技術安全部長 

志村 祐二  一般社団法人日本自動車整備振興会連合会 事業部長 

柳川 学   全国タイヤ商工協同組合連合会 所属員 

久野 信一  一般社団法人日本自動車タイヤ協会 タイヤ検査・ 

事故防止部会 部会長 

清水 勝巳  一般社団法人日本自動車機械器具工業会工具分科会員 

 

（敬称略・順不同） 

 

〇 事務局  ：国土交通省 自動車局 整備課 

 

〇 検討内容 ：大型車の車輪脱落事故の調査、分析 

大型車のタイヤ交換作業等の実態調査 

海外における大型車の車輪脱落事故の発生状況調査 

大型車の車輪脱落防止対策の検討 

 

〇 日 時   ：令和４年２月２４日（木）１０時 

 

〇 開催方式 ：WEB 会議方式 

 

〇 取材等  ：会議は非公開ですが、冒頭のみ WEB 傍聴が可能です。傍聴人数に限り

があるため、各社１名に限定させていただくとともに、傍聴人数が上

限に達した場合は先着順とします。WEB 視聴を希望される方は、２月２

２日（火）１２時までに以下の送付先にメールにて名刺のスキャンデ

ータを添付してご連絡ください。期日までにご連絡頂いた方に WEB 会

議の URL を送付致します。 

 

（送付先）hqt-g_tpb_seb3@gxb.mlit.go.jp 
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令和４年３月 25 日 

国自整第 304 号の２ 

 

四国運輸局自動車技術安全部長 殿 

 

自動車局整備課長 

 

 

自動車整備事業者の整備作業時における確実な作業等の徹底について 

 

 

 標記について別添のとおり一般社団法人日本自動車整備振興会連合会会長あて通

知したので、研修会等の機会を通じ自動車特定整備事業者（指定自動車整備事業者を

含む）の整備作業時における確実な作業の徹底について関係者に対し指導されたい。 
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別添 

令和４年３月 25 日 

国自整第 3 0 4 号 

 

 一般社団法人日本自動車整備振興会連合会会長 殿 

 

 

国土交通省自動車局整備課長     

 

 

自動車整備事業者の整備作業時における確実な作業等の徹底について 

 

 

 自動車の安全を確保するためには、高度な知識及び整備のための設備並びに技術を

要する自動車特定整備事業者（指定自動車整備事業者を含む）（以下、「自動車整備事

業者」という。）により確実な整備作業を実施することが必要です。 

今年度においては、別紙のとおり複数の重大インシデントの発生原因として自動車

整備事業者の整備時における整備の瑕疵が確認され、これら事業者に行政処分を実施

したところです。 

このような事案は、自動車交通の安全性の低下はもとより、自動車整備業に対する

信用を失墜させることとなり誠に遺憾であります。 

つきましては、同様な事案の発生を未然に防止するため、以下に留意し確実な整備

を徹底していただきますよう貴会傘下会員に対して注意喚起していただくようお願

いします。 

 

 

記 

 

１．自動車整備事業者は整備作業の作業工程を管理し、作業不備や作業漏れがない

よう体制を構築すること。 

２．作業実施者は、整備要領書による作業手順や締付トルク等に基づき確実な整備

を実施すること。 

３．特定整備後のできばえ確認を確実に実施すること。 
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ツ
と
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ー
キ
ホ
ー
ス
が
干
渉
し

ホ
ー
ス
が
損
傷
し
た
。
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令 和 ４ 年 ５ 月 ２ ５ 日 
自 動 車 局 整 備 課 

 

自動車技術の進化に対応する自動車整備士の育成を促進します 
～自動車整備士技能検定規則の一部改正について～ 

自動車技術の進化に対応するため、一級自動車整備士（総合）をはじめとした電子制御の内容を
含む資格を設定するなど、自動車整備士の資格体系や養成課程を見直します。 

 
１．改正概要 
（１）資格体系の改正 

 自動車整備士の種類 
（※電子制御の内容を含む資格） 

  自動車整備士の種類 
（※電子制御の内容を含む資格） 

一
級 

一級大型自動車整備士（※） 
一
級 

一級自動車整備士（総合）（※） 一級小型自動車整備士（※） 
一級二輪自動車整備士  一級自動車整備士（二輪） 

二
級 

二級ガソリン自動車整備士 
二
級 

二級自動車整備士（総合）（※） 二級ジーゼル自動車整備士 
二級自動車シャシ整備士 
二級二輪自動車整備士  二級自動車整備士（二輪） 

三
級 

三級自動車シャシ整備士 
三
級 

三級自動車整備士（総合） 三級自動車ガソリン・エンジン整備士 
三級自動車ジーゼル・エンジン整備士 
三級二輪自動車整備士  三級自動車整備士（二輪） 

特
殊 

自動車タイヤ整備士 
特
殊 

自動車タイヤ整備士 
自動車電気装置整備士 自動車電気・電子制御装置整備士（※） 
自動車車体整備士 自動車車体・電子制御装置整備士（※） 

（２）その他の改正 
① 一級の自動車整備士資格の学科試験における口述試験を廃止する。 
② 大学等の電気又は電子に関する学科を卒業した者は、機械に関する学科を卒業した者と同

様に、受験に必要な実務経験年数を短縮する。 
③ その他、関係する規定について、所要の改正を行う。 
 

２．スケジュール 
公 布：令和４年５月２５日 
施 行：令和４年５月２５日（（２）②） 

※施行日以降に実施する試験について、適用する 
令和９年１月１日（（２）②以外） 

※新たな自動車整備士技能検定規則に基づく試験を施行日以降に実施する 
（最短で令和９年３月（一級の試験は令和 10 年３月）） 

 

 

【問い合わせ先】 
自動車局整備課  高久、佐藤、明石  （代表）：03-5253-8111（内線 42414、42415） 
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自動車の特定整備※１をするための認証（以下、「特定認証」という。）制度が

施行され、令和４年３月末で約２年が経過いたしました。 

特定認証の経過措置期間の皆様が、令和６年４月以降も電子制御装置整備

をしていくためには、令和６年３月までに特定認証の取得が必要となります。 

認証を取得するためには計画的な準備が必要であり、今後、申請が集中した

場合、運輸支局における審査に相応の期間を要することが予想されますので、

十分な余裕を持った期間に申請をお願いいたします。 

 

 

      

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

※１ 「分解整備」及び「電子制御装置整備」のいずれか又はすべてを行う整備 

※２ 電子制御装置整備の対象となる装置 

 

四国運輸局 自動車技術安全部 整備・保安課 

 

特定認証を取らなくても、古い車だけ整備するから大丈夫！ 

経過措置期間終了まで時間あるから後で申請しよう。 

先進安全自動車が 

整備できない（汗） 

対象車両 

他の工場にもっていこう！ 

機会損失 

２年後、経過措置が満了 

将来的な機会損失も懸念 

思ったより割合多いかも・・・ 

現 在 

令和 6 年 4 月頃 

特定整備認証の計画的な申請について（お願い） 

～経過措置期間が満了するまであと２年となりました～ 
 

経過措置満了後の注意点 
 

●認証工場は特定認証を取得するまでの間、対象装置※２を整備できません。 

●指定工場は点検・整備・検査のすべてを実施できる体制が必要であるた 

め、特定認証を取得するまでの間、電子制御装置の整備を実施しない場合 

であっても、対象車両の車検入庫ができません。 
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（
実
施
時
期
を
過
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て
し
ま
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と
受
講
で
き
な
い
お
そ
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が
あ
り
ま
す
。
）

●
申
請
に
お
い
て
、
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係
団
体
を
経
由
す
る
場
合
は
、
事
前
チ
ェ
ッ
ク
に
相
応
の
期
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
運
輸
支
局
で
の
審
査
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
時
間
を
要
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

計
画
的
な
準
備
と
十
分
な
余
裕
を
持
っ
た
期
間
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
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「車載式故障診断装置の診断の結果」の点検（OBD 点検） 

に関するよくある質問 

 

目次 

 

＜全般＞ 

問１ 「車載式故障診断装置（OBD）の診断の結果」の点検（以下、「OBD 点検」

という）とは何ですか。 

問２ 車載式故障診断装置（OBD）とはどのような装置をいいますか。 

 

＜導入時期・対象自動車＞ 

問３ OBD 点検は、いつから導入されますか。  

問４ どのような自動車が、OBD 点検の対象になりますか。 

 

＜点検の時期＞ 

問５ 対象自動車の OBD 点検の実施時期はいつですか。 

問６ OBD 点検は車種や用途を問わず、なぜ 12 月毎とするのでしょうか。 

 

＜点検の対象装置＞ 

問７ どの装置に関する OBD の診断の結果が、点検の対象になりますか。 

 

 

＜点検の実施方法＞ 

問８ どのように OBD 点検を行うのでしょうか。 

問９ スキャンツールを用いた OBD 点検の結果、どのような故障コード（DTC）

が検出された場合に、整備を行うのでしょうか。 

問１０ 車載式故障診断装置のスキャンツール接続コネクタが見あたりません。 

問１１ OBD 点検の対象となる車載式故障診断装置が搭載されていない自動車は

OBD 点検を行わなくてもよいのでしょうか。 

 

＜点検整備記録簿＞ 

問１２ 自動車点検基準が改正される前の整備要領書や点検整備記録簿を OBD 点検

導入後も引き続き使用することはできますか。 

問１３ 自動車点検基準が改正される前の整備要領書や点検整備記録簿を使用する

際、どこに OBD 点検の項目を記入すればよいですか。 

問１４ OBD 点検の結果が良好だった場合、点検整備記録簿にどのように記入すれ

ばよいですか。 

問１５ OBD 点検の対象以外の識別表示が点灯または点滅し続けている場合は点検

整備記録簿にどのように記入すればよいでしょうか。 

問１６ 「保安基準対象外の電子制御装置について部品交換をした場合、特定整備

記録簿への記載は行うべきでしょうか。 
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＜指定整備事業者＞ 

問１７ 電子制御装置整備の認証を取得していない指定整備事業者が、OBD 点検を

行い、保安基準適合証を交付することはできますか。 

 

＜その他＞ 

問１８ OBD 点検と OBD 検査の違いを教えてください。 
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＜全般＞ 

問１ 「車載式故障診断装置（OBD）の診断の結果」の点検（以下、「OBD 点検」

という）とは何ですか。 

（答） 

○ 近年、自動車の各構造装置で電子的に制御されるものが増えていますが、これら

の装置が確実に機能するためには、日頃から適切な点検整備を行う必要があります。 

 

○ そのため、これまで各構造装置の摩耗や劣化、損傷といった、外観を点検する項

目が主だった定期点検項目に、「原動機、制動装置、アンチロック・ブレーキシステ

ム、エアバッグ（かじ取り装置並びに車枠及び車体に備えるものに限る。）等に係る

電子制御装置」の機能の確認を追加しました。具体的には、OBD に記録されてい

る、上記電子制御装置に故障がないか等の診断結果を、スキャンツールや識別表示

を用いて点検し、必要な整備を行っていただくこととなります。 

 

問２ 「車載式故障診断装置（OBD）」とはどのような装置をいいますか。 

（答） 

○ 「車載式故障診断装置（OBD）」とは、「車両に搭載される装置であって、故障を

検知し、警報装置によって故障の発生を知らせ、エンジンその他の電子制御装置内

の記録装置に記録された情報によって故障発生時の装置の作動状態を特定する機

能を有するもの」をいいます。 

 

○ また「警報装置」とは、「車両に搭載される装置であって、当該車両の運転者その

他の乗員に対し、「車載式故障診断装置（OBD）」が異常を検知したことを知らせる

もの」をいいます。このうち、運転者席において目視により容易に確認できるよう

なものを「識別表示（警告灯）」といいます。 

 

＜導入時期・対象自動車＞ 

 問３ OBD 点検は、いつから導入されますか。                        

（答） 

○ 令和３年１０月１日より導入されました。 

 

 問４ どのような自動車が、OBD 点検の対象になりますか。            

（答） 

○ 自動車の年式等に関わらず、車載式故障診断装置が搭載されている自動車は、す

べて OBD 点検の対象となります（ただし、大型特殊自動車、被牽引自動車、二輪

自動車を除く）。 

 

＜点検の時期＞ 

 問５ 対象自動車の OBD 点検の実施時期はいつですか。                     

（答） 

○ 乗用車、貨物車、特種車や自家用、事業用の区別に関係なく、12 月毎に OBD 点

検を行ってください。 

 

第一章　整備事業関係

- 47 -



   

 

 

4 

問６ OBD 点検は車種や用途を問わず、なぜ 12 月毎とするのでしょうか。 

（答） 

○ OBD 点検は、車載式故障診断装置の「機能の確認」に相当するところ、従来の

点検基準において「機能の確認」に当たる点検の期間は 12 月からとなっているこ

とを踏まえ、12 月毎としています。 

 

○ また、自動車の各構造装置に搭載されている電子制御装置は経年劣化するところ、

車種や用途の区別による差は大きくないと考えられることから、OBD 点検の間隔

に差を設けていません。 

 

＜点検の対象装置＞ 

 問７ どの装置に関する OBD の診断の結果が、点検の対象になりますか。                     

（答） 

○ 対象装置は「原動機、制動装置、アンチロック・ブレーキシステム、エアバッグ

（かじ取り装置並びに車枠及び車体に備えるものに限る。）、並びに衝突被害軽減制

動制御装置、自動命令型操舵機能及び自動運行装置」であり、それらに係る OBD

の診断の結果が、点検の対象となります。 

 

○ このとき、「保安基準不適合」＋「保安基準不適合のおそれ」として警報されてい

ない故障コードについては法定点検の対象外となりますが、何らかの不具合が生じ

ている可能性があるため、その結果を踏まえた適切な整備が推奨されます。 

 

＜点検の実施方法＞ 

 問８ どのように OBD 点検を行うのでしょうか。                                                     

（答） 

○ OBD 点検には、スキャンツールを用いて点検する方法と、診断の対象となる識

別表示を用いて点検する方法があります。 

 

＜スキャンツールを用いた点検方法＞ 

  スキャンツールの接続部を車載式故障診断装置と接続し、車載式故障診断装置の

診断の結果を読み取ることにより点検します。 

 

＜識別表示を用いた点検方法＞ 

  イグニッション電源をオンにした状態で診断の対象となる識別表示が点灯する

ことを確認し、原動機を始動させます。そして、診断の対象となる識別表示が点灯

または点滅し続けないかを目視により点検します。 

  ただし、自動車メーカー等の作成するユーザーマニュアル等により点検を行うこ

ととされている場合には、その方法により点検します。 

 

問９ スキャンツールを用いた OBD 点検の結果、どのような故障コード（DTC）

が検出された場合に、整備を行うのでしょうか。 

（答） 

○スキャンツールを用いた OBD 点検により検出された故障コード（DTC）のうち、
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整備が必要となる故障コード（DTC）は、整備要領書等を参考に判断してください。 

 

問１０ 車載式故障診断装置のスキャンツール接続コネクタが見あたりません。 

（答） 

○ 車載式故障診断装置のスキャンツール接続コネクタ(OBD ポート）の位置が分か

らない場合は、自動車メーカー等が作成した整備要領書等によって確認することが

できます。 

 

○ なお、スキャンツール接続コネクタ(OBD ポート）が装着されていない場合は、

識別表示を用いた点検方法による代替も可能です。 

 

問１１ OBD 点検の対象となる車載式故障診断装置が搭載されていない自動車は

OBD 点検を行わなくてもよいのでしょうか。 

（答） 

○ 車載式故障診断装置が搭載されていない自動車は、OBD 点検を行う必要はあり

ません。 

 

＜点検整備記録簿＞ 

問１２ 自動車点検基準が改正される前の整備要領書や点検整備記録簿を OBD 点

検導入後も引き続き使用することはできますか。 

（答） 

○ 引き続き使用することは可能です。 

 

問１３ 自動車点検基準が改正される前の整備要領書や点検整備記録簿を使用す

る際、どこに OBD 点検の項目を記入すればよいですか。 

（答） 

○ 点検整備記録簿の「その他の点検･整備項目」欄に、「車載式故障診断装置の診断

の結果」を記入したうえで、点検結果を記録してください。なお、「OBD の診断の

結果」と省略して記入することも可能です。 

 

問１４ OBD 点検の結果が良好だった場合、点検整備記録簿にどのように記入す

ればよいですか。 

（答） 

○ 従来の点検項目と同様、「車載式故障診断装置の診断の結果」（OBD の診断の結

果）の点検項目欄に、レを記入してください。 

 

問１５ OBD 点検の対象以外の識別表示が点灯または点滅し続けている場合は点

検整備記録簿にどのように記入すればよいでしょうか。 

（答） 

○ OBD 点検の対象外である識別表示については、点検整備記録簿に記入する必要

はありません。 

 

○ ただし OBD 点検の対象外である装置について、整備の要否を判断し、整備を行
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った場合はその概要を記入してください。 

 

問１６ 「保安基準対象外の電子制御装置について部品交換をした場合、特定整備

記録簿への記載は行うべきでしょうか。 

（答） 

〇 ユーザーへの整備内容の正確な情報の伝達や、次回以降の点検整備を適切に実施

し保守管理に役立てる観点から、保安基準対象外の電子制御装置の整備をした際に、

法令上の義務ではありませんが、その内容を特定整備記録簿へ記載することが望ま

しいです。 

 

 

＜指定整備事業者＞ 

問１７ 電子制御装置整備の認証を取得していない指定整備事業者が、OBD 点検

を行い、保安基準適合証を交付することはできますか。 

（答） 

○ 令和３年１０月１日以降、電子制御装置整備の認証を取得していない指定整備事

業者が、電子制御装置整備の対象となる自動車の OBD 点検を行い、保安基準適合

証等の交付をすることはできません。 

 

○ ただし、特定整備制度の施行日（令和２年４月１日）までに、以下の運行補助装

置に係る作業（整備・改造）を全て行っていた場合に限り、引き続き、施行日から

４年を経過する日（令和６年３月３１日）まで、保安基準適合証等を交付すること

ができます。 

・スキャンツールをつないでのエーミング作業など 

・カメラ等のセンサーの取り外し、取り付け位置・角度の変更 

・ＥＣＵの取り外し、取り付け位置・角度の変更 

・グリル、パンパーの取り外し、取り付け位置・角度の変更 

・窓ガラスの取り外し、取り付け位置・角度の変更 

※自動運行装置に係る経過措置はありません。 

 

＜その他＞ 

問１８ OBD 点検と OBD 検査の違いを教えてください。 

（答） 

○ OBD 点検とは、自動車の故障やトラブル防止、性能の維持を図るために行う定

期点検の項目として、令和３年１０月１日より追加された、「車載式故障診断装置

の診断の結果」の点検のことを指します。対象車両は、大型特殊自動車、被牽引自

動車及び二輪自動車以外の自動車となります。 

 

○ 一方 OBD 検査とは、令和６年１０月１日（輸入車の場合は令和７年１０月１日）

よりこれまでの車検時の検査項目に追加される、検査用スキャンツールを OBD ポ

ートに接続して故障コード（DTC）を読み取り、保安基準に適合しないものとして

自動車メーカー等よりあらかじめ提出される特定の故障コード（特定 DTC という）

と照合することにより、合否を判定する検査項目を指します。対象車両は、大型特
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殊自動車、被牽引自動車及び二輪自動車を除く自動車のうち、令和３年１０月１日

以降の新型車（輸入車の場合は令和４年１０月１日）となります。 
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